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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

 
2018年度第３四半期
連結累計期間

2019年度第３四半期
連結累計期間

2018年度

 
(自2018年４月１日
 至2018年12月31日)

(自2019年４月１日
 至2019年12月31日)

(自2018年４月１日
 至2019年３月31日)

経常収益 百万円 32,532 31,961 43,043

経常利益 百万円 658 3,135 3,548

親会社株主に帰属する四半期純利益
(△は親会社株主に帰属する
 四半期純損失)

百万円 △237 1,220 ―

親会社株主に帰属する
当期純利益

百万円 ― ― 1,426

四半期包括利益 百万円 △3,599 2,619 ―

包括利益 百万円 ― ― 3,131

純資産額 百万円 162,406 171,087 169,137

総資産額 百万円 2,930,094 2,978,381 2,892,330

１株当たり四半期純利益
 (△は１株当たり四半期純損失）

円 △2.28 11.69 ―

１株当たり当期純利益 円 ― ― 13.68

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益

円 ― 11.66 ―

潜在株式調整後１株当たり
当期純利益

円 ― ― 13.64

自己資本比率 ％ 5.35 5.55 5.64
 

 

 
2018年度第３四半期
連結会計期間

2019年度第３四半期
連結会計期間

 
(自2018年10月１日
 至2018年12月31日)

(自2019年10月１日
 至2019年12月31日)

１株当たり四半期純利益
（△は１株当たり四半期純損失）

円 △17.34 3.44

 

(注) １  当行及び連結子会社の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

２ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、2018年度第３四半期連結

累計期間は１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

３ 自己資本比率は、((四半期)期末純資産の部合計－(四半期)期末新株予約権－(四半期)期末非支配株主持分)

を(四半期)期末資産の部の合計で除して算出しております。

 

２ 【事業の内容】

 当第３四半期連結累計期間において、当行グループ(当行及び当行の関係会社)が営む事業の内容については、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社についても、異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日　至 2019年12月31日）の業績は次のとおりとなりました。

経常収益は、株式等売却益の減少等により前年同期比５億70百万円減少し319億61百万円となりました。また経常費

用は、国債等債券売却損の減少等により前年同期比30億47百万円減少し288億26百万円となりました。　　

この結果、経常利益は31億35百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は12億20百万円となりました。

 
当第３四半期連結会計期間末の資産は、貸出金の増加等により前連結会計年度末比860億円増加し、２兆9,783億円

となりました。負債は、預金の増加等により前連結会計年度末比841億円増加し、２兆8,072億円となりました。また

純資産は、その他有価証券評価差額金の増加等により前連結会計年度末比19億円増加の1,710億円となりました。　

なお、主要勘定の状況は次のとおりとなりました。

○ 預金

個人預金の増加等により、預金残高は前連結会計年度末比898億円増加し２兆7,558億円となりました。　

○ 貸出金

個人・中小企業向け貸出の増加等により、貸出金残高は前連結会計年度末比361億円増加し１兆9,616億円となり

ました。　

○ 有価証券

有価証券残高は前連結会計年度末比52億円減少し5,247億円となりました。
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①  国内・国際業務部門別収支

当第３四半期連結累計期間の資金運用収支は203億円、役務取引等収支は30億円、その他業務収支は27億円とな

りました。

このうち、国内業務部門の資金運用収支は201億円、役務取引等収支は30億円、その他業務収支は27億円となり

ました。また、国際業務部門の資金運用収支は１億円となりました。

 

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

資金運用収支
前第３四半期連結累計期間  19,074  134  19,208

当第３四半期連結累計期間 20,173 152 20,325

  うち資金運用収益
前第３四半期連結累計期間  19,502  159

 5
 19,657

当第３四半期連結累計期間 20,533 179
6

20,706

  うち資金調達費用
前第３四半期連結累計期間  428  25

5
 448

当第３四半期連結累計期間 360 26
6
381

役務取引等収支
前第３四半期連結累計期間  2,891  5  2,896

当第３四半期連結累計期間 3,015 4 3,019

  うち役務取引等
  収益

前第３四半期連結累計期間  5,474  9  5,483

当第３四半期連結累計期間 5,538 8 5,546

  うち役務取引等
  費用

前第３四半期連結累計期間  2,582  4  2,586

当第３四半期連結累計期間 2,522 3 2,526

その他業務収支
前第３四半期連結累計期間  △2,638  30  △2,608

当第３四半期連結累計期間 2,763 23 2,787

  うちその他業務
  収益

前第３四半期連結累計期間  1,467  30  1,497

当第３四半期連結累計期間 3,433 23 3,457

  うちその他業務
  費用

前第３四半期連結累計期間  4,106 ―  4,106

当第３四半期連結累計期間 670 ― 670
 

(注) １  「国内業務部門」とは当行の円建取引及び連結子会社、「国際業務部門」とは当行の外貨建取引でありま

す。ただし、円建対非居住者取引は国際業務部門に含めております。

２  資金運用収益及び資金調達費用の合計欄の上段の計数は、国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借の利

息(外書き)であります。
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②  国内・国際業務部門別役務取引の状況

当第３四半期連結累計期間の役務取引等収益は55億円、役務取引等費用は25億円となりました。

このうち、国内業務部門の役務取引等収益は55億円、役務取引等費用は25億円となりました。

 

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

役務取引等収益
前第３四半期連結累計期間 5,474  9  5,483

当第３四半期連結累計期間 5,538 8 5,546

  うち預金・貸出
  業務

前第３四半期連結累計期間 1,349  ―  1,349

当第３四半期連結累計期間 1,344 ― 1,344

  うち為替業務
前第３四半期連結累計期間  1,305  8 1,314

当第３四半期連結累計期間 1,303 7 1,310

  うち証券関連業務
前第３四半期連結累計期間  16 ―  16

当第３四半期連結累計期間 63 ― 63

  うち代理業務
前第３四半期連結累計期間  973 ―  973

当第３四半期連結累計期間 860 ― 860

  うち保護預り・
  貸金庫業務

前第３四半期連結累計期間  13 ―  13

当第３四半期連結累計期間 13 ― 13

  うち保証業務
前第３四半期連結累計期間  16  0  17

当第３四半期連結累計期間 50 0 50

役務取引等費用
前第３四半期連結累計期間  2,582  4 2,586

当第３四半期連結累計期間 2,522 3 2,526

  うち為替業務
前第３四半期連結累計期間  257  4  261

当第３四半期連結累計期間 254 3 258
 

(注) 「国内業務部門」とは当行の円建取引及び連結子会社、「国際業務部門」とは当行の外貨建取引であります。

 ただし、円建対非居住者取引は国際業務部門に含めております。
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③  国内・国際業務部門別預金残高の状況

○  預金の種類別残高(末残)

 

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

預金合計
前第３四半期連結会計期間  2,698,922  5,250  2,704,173

当第３四半期連結会計期間 2,750,415 5,451 2,755,867

  うち流動性預金
前第３四半期連結会計期間  1,611,990 ―  1,611,990

当第３四半期連結会計期間 1,705,835 ― 1,705,835

  うち定期性預金
前第３四半期連結会計期間  1,077,563  ―  1,077,563

当第３四半期連結会計期間 1,035,013 ― 1,035,013

  うちその他
前第３四半期連結会計期間  9,367  5,250  14,618

当第３四半期連結会計期間 9,565 5,451 15,017

譲渡性預金
前第３四半期連結会計期間  36,805 ―  36,805

当第３四半期連結会計期間 29,580 ― 29,580

総合計
前第３四半期連結会計期間  2,735,727  5,250 2,740,978

当第３四半期連結会計期間 2,779,995 5,451 2,785,447
 

(注) １  流動性預金＝当座預金＋普通預金＋貯蓄預金＋通知預金

２  定期性預金＝定期預金＋定期積金

３  「国内業務部門」とは当行の円建取引、「国際業務部門」とは当行の外貨建取引であります。ただし、円建

対非居住者取引は国際業務部門に含めております。
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④  国内・国際業務部門別貸出金残高の状況

○ 業種別貸出状況(末残・構成比)

 

業種別
前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

国内
(除く特別国際金融取引勘定分)

 1,910,434 100.00 1,961,601 100.00

  製造業  161,923  8.47 157,511 8.03

  農業，林業  7,992  0.42 7,954 0.40

  漁業  78  0.00 768 0.04

  鉱業，採石業，砂利採取業  2,801  0.15 2,716 0.14

  建設業  83,632  4.38 85,736 4.37

  電気・ガス・熱供給・水道業  29,517  1.54 34,417 1.75

  情報通信業  16,446  0.86 11,771 0.60

  運輸業，郵便業  70,266  3.68 68,627 3.50

  卸売業，小売業  157,268  8.23 158,084 8.06

  金融業，保険業  60,671  3.18 55,228 2.82

  不動産業，物品賃貸業  297,567  15.58 307,902 15.70

  各種サービス業  177,629  9.30 186,290 9.50

  地方公共団体  228,017  11.93 253,325 12.91

  その他 616,621  32.28 631,266 32.18

海外及び特別国際金融取引勘定分 ― ― ― ―

  政府等  ― ― ― ―

  金融機関 ― ― ― ―

  その他 ― ― ― ―

合計  1,910,434 ― 1,961,601 ―
 

(注) 「国内」とは、当行及び連結子会社であります。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 212,000,000

計 212,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2019年12月31日)

提出日現在
発行数(株)
(2020年2月6日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 109,608,000 109,608,000
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は100株でありま
す。

計 109,608,000 109,608,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2019年12月31日 ― 109,608 ― 27,408 ― 26,150
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2019年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

― ―普通株式
5,229,100

完全議決権株式(その他)
普通株式

1,043,032 ―
104,303,200

単元未満株式
普通株式

― １単元(100株)未満の株式
75,700

発行済株式総数 109,608,000 ― ―

総株主の議決権 ―  1,043,032 ―
 

(注) １ 上記の「完全議決権株式(その他)」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が12千株含まれてお

ります。

   また、「議決権の数」の欄に、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数が120個含まれております。

２ 上記の「単元未満株式」の欄の普通株式には当行所有の自己株式26株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2019年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社栃木銀行

栃木県宇都宮市
西２丁目１番18号

5,229,100 ― 5,229,100 4.77

計 ― 5,229,100 ― 5,229,100 4.77
 

(注) 株主名簿上は当行名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株(議決権10個)あります。

 なお、当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」の欄の普通株式に含めております。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 当行の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しておりますが、資産及び負債の分類並びに収益及び費用の分類は、「銀行法施行規則」(昭

和57年大蔵省令第10号)に準拠しております。

 

２  当行は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(自2019年10月１日  至2019

年12月31日)及び第３四半期連結累計期間(自2019年４月１日  至2019年12月31日)に係る四半期連結財務諸表につい

て、有限責任監査法人トーマツの四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部   

 現金預け金 375,022 431,483

 コールローン及び買入手形 4,028 4,389

 商品有価証券 151 133

 金銭の信託 1,721 1,497

 有価証券 530,032 524,777

 貸出金 ※1  1,925,406 ※1  1,961,601

 外国為替 1,769 1,863

 その他資産 34,424 36,337

 有形固定資産 23,283 22,577

 無形固定資産 709 572

 繰延税金資産 3,502 2,815

 支払承諾見返 3,200 3,378

 貸倒引当金 △10,923 △13,048

 資産の部合計 2,892,330 2,978,381

負債の部   

 預金 2,666,046 2,755,867

 譲渡性預金 35,285 29,580

 借用金 4,031 3,296

 外国為替 57 43

 その他負債 10,676 12,449

 賞与引当金 875 236

 役員賞与引当金 10 15

 退職給付に係る負債 1,428 872

 睡眠預金払戻損失引当金 287 280

 偶発損失引当金 205 185

 特別法上の引当金 5 5

 再評価に係る繰延税金負債 1,082 1,081

 支払承諾 3,200 3,378

 負債の部合計 2,723,192 2,807,293

純資産の部   

 資本金 27,408 27,408

 資本剰余金 26,154 26,235

 利益剰余金 110,809 111,362

 自己株式 △2,381 △2,346

 株主資本合計 161,990 162,660

 その他有価証券評価差額金 2,730 3,910

 土地再評価差額金 △930 △844

 退職給付に係る調整累計額 △417 △352

 その他の包括利益累計額合計 1,382 2,713

 新株予約権 109 107

 非支配株主持分 5,653 5,605

 純資産の部合計 169,137 171,087

負債及び純資産の部合計 2,892,330 2,978,381
 

EDINET提出書類

株式会社　栃木銀行(E03639)

四半期報告書

11/22



(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

経常収益 32,532 31,961

 資金運用収益 19,657 20,706

  （うち貸出金利息） 15,785 15,645

  （うち有価証券利息配当金） 3,569 4,757

 役務取引等収益 5,483 5,546

 その他業務収益 1,497 3,457

 その他経常収益 ※1  5,893 ※1  2,250

経常費用 31,874 28,826

 資金調達費用 448 381

  （うち預金利息） 410 354

 役務取引等費用 2,586 2,526

 その他業務費用 4,106 670

 営業経費 19,618 18,866

 その他経常費用 ※2  5,113 ※2  6,382

経常利益 658 3,135

特別利益 20 14

 固定資産処分益 20 14

 金融商品取引責任準備金取崩額 0 0

特別損失 138 213

 固定資産処分損 43 9

 減損損失 ※3  94 ※3  203

税金等調整前四半期純利益 540 2,935

法人税、住民税及び事業税 584 1,427

法人税等調整額 9 137

法人税等合計 593 1,564

四半期純利益又は四半期純損失（△） △53 1,371

非支配株主に帰属する四半期純利益 184 151

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△237 1,220
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △53 1,371

その他の包括利益 △3,545 1,248

 その他有価証券評価差額金 △3,611 1,183

 退職給付に係る調整額 65 64

四半期包括利益 △3,599 2,619

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △3,781 2,464

 非支配株主に係る四半期包括利益 182 155
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　貸出金のうち、リスク管理債権は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

破綻先債権額 418百万円 282百万円

延滞債権額 41,799百万円 42,376百万円

３ヵ月以上延滞債権額 29百万円 10百万円

貸出条件緩和債権額 1,159百万円 689百万円

合計額 43,406百万円 43,359百万円
 

     なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１　その他経常収益には、次のものを含んでおります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

償却債権取立益 359百万円 260百万円

株式等売却益 3,045百万円 262百万円
 

 

※２　その他経常費用には、次のものを含んでおります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

貸倒引当金繰入額 2,009百万円 2,469百万円

貸出金償却 1,470百万円 942百万円

株式等売却損 ―百万円 1,335百万円

株式等償却 116百万円 130百万円
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※３　減損損失

当行グループは、以下の資産について減損損失を計上しております。

前第３四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年12月31日）

 　（グルーピングの方法）

営業用店舗は原則として営業店単位で、遊休資産は各々個別に１単位としてグルーピングを行っております。

また、本部、研修所、寮社宅、厚生施設等については独立したキャッシュ・フローを生み出さないことから共用

資産としております。

　　（減損損失を認識した資産または資産グループ）

地域 主な用途 種類 減損損失

栃木県内 営業用店舗　　1カ所 建物 7百万円

埼玉県内 営業用店舗　　2カ所 建物  66百万円

群馬県内 営業用店舗　　1カ所 建物  20百万円

 合計  ―  ― 94百万円
 

 

　　（減損損失の認識に至った経緯）

営業キャッシュ・フローの低下により、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額94百万円を減損損失

として特別損失に計上しております。

　　（回収可能価額）

回収可能価額は、正味売却価額により測定しております。

 
当第３四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）

 　（グルーピングの方法）

営業用店舗は原則として営業店単位で、遊休資産は各々個別に１単位としてグルーピングを行っております。

また、本部、研修所、寮社宅、厚生施設等については独立したキャッシュ・フローを生み出さないことから共用

資産としております。

　　（減損損失を認識した資産または資産グループ）

地域 主な用途 種類 減損損失

栃木県内 営業用店舗　　1カ所 土地・建物 96百万円

埼玉県内 寮　　1カ所 土地・建物 107百万円

 合計  ―  ― 203百万円
 

 

　　（減損損失の認識に至った経緯）

店舗移転及び寮の売却方針の決定により、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額203百万円を減損損

失として特別損失に計上しております。

　　（回収可能価額）

回収可能価額は、正味売却価額により測定しております。正味売却価額は、路線価等を基準に土地の形状等に

応じた価額の調整を行い評価した額から処分費用見込額を控除して算定しております。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

減価償却費 1,214百万円 1,160百万円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年12月31日)

１ 配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月28日
 定時株主総会

普通株式 468 4.5 2018年３月31日 2018年６月29日 利益剰余金

2018年11月７日
 取締役会

普通株式 417 4.0 2018年９月30日 2018年12月10日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

１ 配当金支払額

 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日
 定時株主総会

普通株式 312 3.0 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金

2019年11月７日
 取締役会

普通株式 260 2.5 2019年９月30日 2019年12月10日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年12月31日)

　１．報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 
報告セグメント

 その他 合計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額銀行業 リース業  カード業 計

経常収益         

外部顧客に対する経
常収益

29,833 1,448 410 31,692 839 32,532 ― 32,532

セグメント間の内部
経常収益

144 619 258 1,022 ― 1,022 △1,022 ―

計 29,977 2,067 669 32,715 839 33,554 △1,022 32,532

セグメント利益
又は損失（△）

404 185 130 720 △43 676 △17 658
 

 (注)１．一般企業の売上高に代えて、それぞれ経常収益を記載しております。

　　　２．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、金融商品取引業等であります。

　　　３．セグメント利益の調整額△17百万円は、すべてセグメント間取引消去によるものであります。

　　　４. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 （固定資産に係る重要な減損損失）

　　「銀行業」において、営業用店舗について減損損失を計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては94百万円であります。

 
 （のれんの金額の重要な変動）

 　該当事項はありません。

 
 （重要な負ののれん発生益）

 　該当事項はありません。

 
当第３四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日）

　当行グループは、報告セグメントが「銀行業」のみであり、当行グループの業績における「その他」の重要性が

乏しいため、記載を省略しております。なお、「その他」にはリース業務等が含まれております。
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(有価証券関係)

　企業集団の事業の運営において重要なものであり、前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認められるものは、

次のとおりであります。

 
　満期保有目的の債券

前連結会計年度(2019年３月31日)

 

区分
連結貸借対照表
計上額(百万円)

時価(百万円) 差額(百万円)

国債 22,044 23,155 1,110

地方債 ― ― ―

短期社債 ― ― ―

社債 ― ― ―

その他 ― ― ―

　外国証券 ― ― ―

計 22,044 23,155 1,110
 

 
当第３四半期連結会計期間(2019年12月31日)

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

 

  
前第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

（１）１株当たり四半期純利益
 　(△は１株当たり四半期純損失）

円  △2.28 11.69

 (算定上の基礎)    

　親会社株主に帰属する四半期純利益
 （△は親会社株主に帰属する四半期純
　損失）

百万円  △237 1,220

　普通株主に帰属しない金額 百万円 ― ―

　普通株式に係る親会社株主に帰属
　する四半期純利益（△は普通株式
　に係る親会社株主に帰属する四半期
 純損失）

百万円  △237 1,220

　普通株式の期中平均株式数 千株  104,249 104,353

（２）潜在株式調整後１株当たり
　　　四半期純利益

円  ― 11.16

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益
調整額

百万円 ― ―

普通株式増加数 千株  ― 329

うち新株予約権 千株 ― 329

希薄化効果を有しないため、潜在株式
調整後１株当たり四半期純利益の算定
に含めなかった潜在株式で、前連結会
計年度末から重要な変動があったもの
の概要

 ― ―

 

 　　（注）前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は

 　　　　　存在するものの、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

 
 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

中間配当

2019年11月７日開催の取締役会において、第117期の中間配当につき次のとおり決議しました。

 

中間配当金額 260百万円

１株当たりの中間配当金 ２円50銭
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

2020年１月30日
 

株式会社   栃   木   銀   行

取     締     役     会  御中
 

 

有限責任監査法人  ト  ー  マ  ツ  
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 小　　松   　 聡 ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 津　　曲   秀 一 郎 ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社栃木銀

行の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(2019年10月１日から2019年12月

31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社栃木銀行及び連結子会社の2019年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上

 
 

(注)１. 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当行（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２. XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

EDINET提出書類

株式会社　栃木銀行(E03639)

四半期報告書

22/22


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)発行済株式総数、資本金等の推移
	(5)大株主の状況
	(6)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

